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イタリア，フィネロ金雲母かんらん岩体の岩石学的特徴
Petrological characteristics of the Finero Phlogopite-Peridotite Massif, Italy
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イタリア，フィネロ金雲母かんらん岩体は，角せん石，金雲母などの含水鉱物を多産し，かつ低温での蛇紋岩化や変質
プロセスの影響が少ないため，流体によるマントル交代作用を理解するための天然試料として世界的に有名である。フィ
ネロ岩体では化学分析に基づいた研究は多くなされているが（例えば，Zanetti et al., 1999 Contrib. Mineral. Petrol. 134,
107-122; Morishita et al., 2008 Chem. Geol.25, 99-111），岩石学的な実体について詳細には明らかにされていないのが現状
である。そこで，我々は岩石学特徴について検討を始めた。その結果，フィネロ岩体では，シリカ成分の付加，複数の
流体の関与，アンチゴライトータルクを形成するような条件での蛇紋岩化プロセス，シュードタキライト様岩の形成が
記録されていることがわかってきた。
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